
第
三
節 

賀
茂
高
女
勤
労
挺
身
隊
・
学
徒
動
員 

 

一
、
賀
茂
高
等
女
学
校
勤
労
挺
身
隊 

二
十
五
歳
未
満
の
無
職
の
未
婚
女
性
は
挺
身
隊
員
と
し
て
動
員
さ
れ
た
の
で
、
進

学
者
、
就
職
者
以
外
は
全
員
が
軍
需
工
場
で
働
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
本
校
の
卒

業
生
、
及
び
補
習
科
、
研
究
科
生
は
、
挺
身
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。 

一
九
四
四
年
一
月
二
十
五
日 

賀
茂
高
女
同
窓
会
挺
身
隊
三
十
名
出
動
。
広
海
軍

第
十
一
空
廠
隊
に
配
属
、
壮
行
式
、
祈
願
祭
、
西
条
駅
に
て
本
校
生
見
送
り
す
る
。 

一
九
四
四
年
三
月
二
十
日 

新
規
卒
業
者
挺
身
隊
四
十
九
名
出
動
、
呉
海
軍
工
廠

に
配
属
さ
れ
る
。
本
科
及
び
専
攻
科
卒
業
生
の
一
部
で
構
成
さ
れ
た
。 

年
度
末
授
業
停
止
期
間
（
三
月
二
十
九
日
～
四
月
二
日
）
の
注
意
に
「
挺
身
隊
へ

の
面
会
禁
止
」
と
あ
っ
た
。
ま
た
学
校
長
か
ら
隊
員
の
滅
私
奉
公
ぶ
り
が
伝
達
さ

れ
、
在
校
生
全
員
が
慰
問
文
を
提
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
年
五
月
に
、
海
軍

工
廠
製
作
映
画
「
戦
士
挺
身
隊
」
を
講
堂
で
上
映
し
、
先
輩
の
活
躍
に
在
校
生
は
感

激
の
涙
を
流
し
た
。 

 

二
、
賀
茂
高
等
女
学
校
学
徒
動
員 

一
九
四
四
（
昭
十
九
）
年
三
月
七
日 

学
徒
勤
労
動
員
通
年
実
施
が
決
定
さ
れ
る
。

各
学
年
の
状
況
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。 

(1)

四
年
生
広
十
一
空
廠
（
通
年
動
員
、
一
九
四
四
年
六
月
よ
り
四
五
年
八
月
ま

で
）
壮
行
式
、
祈
願
祭
、
昼
食
は
作
法
室
で
職
員
と
会
食
。
午
後
は
送
別
会
、
踊
り

と
劇
を
通
学
班
別
に
五
十
余
種
目
上
演
。
来
会
者
は
西
条
動
員
署
長
亀
井
氏
、
西
条

警
察
日
高
署
長
、
営
林
署
長
、
同
窓
会
土
肥
理
事
、
保
護
者
五
十
有
余
名
。
（
五
・

二
十
九
（
木
）
付
、
学
校
日
誌
よ
り
） 

隊
編
成 

二
学
期
百
二
十
名
が
三
中
隊
編
成
と
な
り
引
率
教
諭
は
松
野
宝
三
、
阿
部

富
美
子
二
名 

作 

業 

発
動
機
部
第
二
工
場
で
飛
行
機
部
品
の
研
磨
、
八
月
五
日
よ
り
二
交
替
、

九
月
十
日
よ
り
三
交
替
制
で
勤
務 

宿 

舎 

呉
市
広
町
東
横
路
木
造
二
階
建
（
昭
和
十
九
年
八
月
ま
で
）
三
交
替
制
に

な
り
、
広
町
弥
生
木
造
平
家
建
に
移
動
。
大
部
屋
に
棚
つ
き
二
段
ベ
ッ
ド
が
並
べ

ら
れ
、
部
屋
中
央
に
大
机
と
椅
子
が
あ
っ
た
。
暖
房
は
な
く
、
寝
具
は
持
参
し

た
。 



食 
事 

主
食
は
大
豆
七
、
米
三
の
代
用
食
、
副
食
に
は
魚
が
つ
い
た
が
四
十
五
年

三
月
の
空
襲
か
ら
出
な
く
な
っ
た
。 

服 

装 

国
防
色
（
黄
緑
色
）
の
上
衣
と
ズ
ボ
ン
一
着
貸
与
さ
れ
た
が
着
替
え
と
し

て
制
服
上
衣
と
モ
ン
ペ
を
着
用
し
た
。
頭
に
日
の
丸
の
鉢
巻
き
。
寄
宿
か
ら
工
場

へ
、
隊
列
を
組
ん
で
軍
歌
を
唱
い
な
が
ら
行
進
す
る
。
「
学
徒
動
員
の
歌
」「
勝
利

の
日
ま
で
」「
轟
沈
」
「
ラ
バ
ウ
ル
航
空
隊
」
「
今
ぞ
決
戦
」「
銀
翼
の
乙
女
」「
椰

子
の
実
」
「
明
日
は
お
起
ち
か
」
。
賃
金
は
貯
金
通
帳
に
振
り
込
ま
れ
た
。 

帰 

省 

月
一
回
く
ら
い
満
員
の
木
炭
バ
ス
で
帰
宅
し
た
。
夜
中
の
二
時
頃
か
ら
歩

い
て
帰
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

空 

襲 

一
九
四
五
年
三
月
十
九
日
の
呉
空
襲
で
は
一
中
隊
の
宿
舎
が
全
焼
、
生
徒

は
大
広
の
ト
ン
ネ
ル
内
工
場
で
作
業
中
で
あ
り
、
持
物
一
切
が
焼
け
た
が
死
傷
者

は
な
か
っ
た
。 

卒
業
式 

四
十
五
年
三
月
二
十
八
日 

広
町
弥
生
宿
舎
で
行
う
。
吉
田
一
豊
校
長
よ
り

卒
業
証
書
授
与
、
引
率
教
諭
よ
り
祝
辞
、
途
中
か
ら
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。 

女
子
挺
身
隊 

卒
業
後
は
挺
身
隊
員
と
な
り
身
分
が
変
っ
た
が
、
作
業
も
生
活
も
変

り
な
く
生
徒
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
卒
業
後
、
他
へ
就
職
し
た
生
徒
は
三
月
末 

で
帰
郷
し
て
い
る
。 

敗
戦
・
帰
郷 

一
九
四
五
年
八
月
十
八
日 

(2) 

三
年
生
、
陸
軍
被
服
廠
賀
茂
学
校
工
場
へ
通
年
動
員 

一
九
四
四
年
十
一
月 

本
館
二
階
三
教
室
が
軍
衣
の
縫
製
工
場
と
な
る
。
三
年
生

が
一
九
四
五
年
一
月
ま
で
従
事
し
た
。
そ
の
後
広
海
軍
工
廠
に
転
属
と
な
る
。
そ

の
後
二
年
生
が
引
き
継
ぐ
。
新
三
年
生
と
な
っ
て
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ま
で

縫
製
工
員
と
し
て
働
く
。 

学
校
工
場
の
設
備
（
一
教
室
当
り
） 

家
庭
用
ミ
シ
ン
二
十
台
、
動
力
ミ
シ
ン
三
台
を
教
室
の
窓
側
に
二
列
に
並
べ
中
央

に
裁
縫
机
三
個
と
椅
子
。
廊
下
の
窓
側
に
裁
縫
机
三
個
が
ア
イ
ロ
ン
台
と
し
て
あ

る
。
家
庭
用
ミ
シ
ン
は
広
島
市
内
の
民
家
か
ら
借
用
し
た
も
の
ら
し
く
、
そ
れ
ぞ

れ
に
持
主
の
住
所
氏
名
の
木
札
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
動
力
ミ
シ
ン
だ
け
が
被
服

廠
の
備
品
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

縫
製
軍
衣
は
五
種 

防
暑
襦
袢
（
夏
用
シ
ャ
ツ
）
と
袴
下
（
ズ
ボ
ン
） 

濃
緑
色
薄
地
木
綿 

防
寒
襦
袢
と
袴
下 

黄
緑
色
厚
地
木
綿
裏
毛 



雨
外
套
の
ボ
タ
ン
穴
か
が
り
と
ボ
タ
ン
つ
け 

作
業
手
順
は
流
れ
作
業 

広
島
市
の
被
服
廠
か
ら
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
が
各
種
の
軍
衣
を
講
堂
に
運
び
入
れ
倉
庫

と
し
て
使
用
し
た
。
軍
衣
材
料
生
地
は
五
十
枚
一
単
位
と
し
て
裁
断
さ
れ
た
も
の

が
二
階
一
教
室
に
積
み
こ
ま
れ
た
。
東
組
、
中
組
、
西
組
が
そ
れ
ぞ
れ
一
か
ら
三

工
場
と
な
り
、
縫
製
成
績
を
競
争
し
た
。 

(1)

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
十
枚
単
位
で
出
す
。 

(2)

襦
袢
は
十
工
程
で
出
来
上
り

  

袖
つ
く
り
（
袖
口
の
あ
き
、
カ
フ
ス
つ
け
） 

身
頃
つ
く
り
（
裾
の
三
つ
折
り
縫
い
、
肩
当
つ
け
、
前
立
つ
く
り
） 

衿
つ
け
、
袖
つ
け
、
袖
底
と
脇
縫
い 

ボ
タ
ン
穴
か
が
り
、
ボ
タ
ン
つ
け
。 

(3)

検
査
係
の
点
検 

縫
製
強
度
を
た
し
か
め
る
。
ミ
シ
ン
の
目
飛
び
は
な
い
か
。
あ
き
止
ま
り
は
返
し

縫
い
し
て
あ
る
か
。
ボ
タ
ン
穴
か
が
り
、
ボ
タ
ン
つ
け
が
し
っ
か
り
出
来
て
い
る

か
。
欠
陥
品
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
に
返
す
。 

 

作
業
状
況 

被
服
廠
の
女
子
工
員
が
制
服
に
身
を
固
め
て
指
導
し
、
被
服
科
の
瀬
良
先
生
も
指

導
さ
れ
た
。
一
工
場
五
十
人
の
生
徒
が
自
分
の
持
場
で
朝
八
時
か
ら
夕
方
五
時

（
夏
は
六
時
）
ま
で
作
業
し
た
。
最
も
疲
れ
が
出
て
だ
ら
け
て
く
る
三
時
か
ら
四

時
ま
で
特
攻
時
間
と
称
し
て
「
無
言
作
業
」
が
あ
る
。
庶
務
係
の
生
徒
が
拍
子
木

を
打
っ 

て
「
特
攻
！
」「
特
攻
！
」
と
合
図
し
て
回
る
。
各
工
場
の
作
業
状
況

を
、
監
督
の
友
安
先
生
（
物
理
）
が
見
廻
り
さ
れ
る
。「
特
攻
終
り
」
の
拍
子
木

で
ホ
ッ
と
一
息
つ
く
。 

生
徒
の
生
活
状
況 

朝
は
早
く
、
夕
方
は
遅
く
ま
で
の
作
業
の
た
め
遠
距
離
通
学
生
は
寄
宿
舎
に
収

容
。
寄
宿
舎
の
食
事
は
乏
し
く
暖
房
も
な
か
っ
た
。
セ
ー
ラ
ー
服
に
モ
ン
ペ
を
つ

け
、
陸
軍
の
星
の
マ
ー
ク
の
入
っ
た
白
鉢
巻
を
し
め
て
登
校
し
、
鉢
巻
は
一
日
中

し
め
て
い
た
。
一
九
四
五
年
一
月
上
旬 

三
年
生
は
、
よ
う
や
く
慣
れ
た
縫
製
作

業
を
三
カ
月
で
二
年
生
に
譲
り
、
広
海
軍
工
廠
に
転
属
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
年

一
月
上
旬
、
学
校
工
場
は
二
年
生
に
引
き
継
が
れ
、 

四
年
生
と
同
様
に
広
町
の



海
軍
工
廠
補
機
部
に
動
員
。
リ
ュ
ッ
ク
に
身
の
廻
り
品
を
つ
め
て
出
か
け
た
。 

作 

業 
機
械
類
の
精
密
部
品
を
旋
盤
を
用
い
て
作
る
。
三
交
替
制
で
二
直
に
な
る

と
午
前
四
時
か
ら
夜
中
十
二
時
ま
で
働
く
。 

宿 

舎 

呉
市
広
町
東
谷 
勤
労
動
員
学
徒
女
子
宿
舎
（
木
造
二
階
） 

帰 
 

省 

真
夜
中
の
十
二
時
か
ら
帰
寮
し
て
夜
食
を
と
り
、
汽
車
の
切
符
は
な
か
な

か
買
え
な
い
の
で
黒
瀬
経
由
で
三
十
軒
の
道
の
り
を
歩
い
て
西
条
ま
で
帰
省
し

た
。
早
朝
黒
瀬
に
帰
り
つ
く
と
友
人
の
家
で
朝
食
を
と
ら
せ
て
貰
い
仮
眠
し
て
元

気
を
と
り
戻
し
、
又
歩
き
続
け
て
西
条
に
辿
り
つ
く
。
一
泊
し
て
帰
寮
す
る
と
き

は
、
き
な
粉
、
は
っ
た
い
粉
、
あ
ら
れ
も
ち
等
、
保
存
食
を
リ
ュ
ッ
ク
に
つ
め
て

持
ち
帰
り
栄
養
補
給
を
心
掛
け
た
。 

田
植
休
暇
三
日
間 

食
糧
増
産
は
急
務
で
あ
り
動
員
生
徒
に
も
休
暇
が
与
え
ら
れ
て
帰
省
し
た
。
平
素

の
過
労
の
あ
ま
り
帰
宅
し
て
も
田
植
が
で
き
な
い
で
寝
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
作
業

部
所
に
よ
っ
て
は
一
日
た
り
と
も
休
暇
の
許
可
が
出
な
い
所
も
あ
っ
た 

引
率
教
諭 

一
月
～
四
月 

河
野
渡
教
諭 

瀬
良
美
栄
教
諭 

五
月
～
七
月 

岡
原
ス
マ
子
教
諭 

藤
田
愛
子
教
諭 

七
月
～
八
月 

小
川
裕
子
教
諭 

北
島
ア
ツ
ヱ
教
諭 

 
 

三
交
替
で
工
場
に
出
て
行
く
生
徒
を
二
名
の
教
員
が
交
替
で
見
送
っ
た
。
食
糧

不
足
か
ら
栄
養
失
調
が
続
出
す
る
。
大
豆
か
す
や
、
こ
う
り
ゃ
ん
入
り
の
主
食
で

ほ
と
ん
ど
消
化
不
良
症
で
あ
っ
た
。
少
し
で
も
補
給
を
と
、
工
場
へ
の
往
復
途
中

に
、
せ
り
、
み
ぞ
そ
ば
を
摘
ま
せ
、
刻
ん
で
汁
の
中
へ
ふ
り
こ
ん
だ
。
空
襲
警
報

に
な
る
と
防
空
壕
へ
避
難
さ
せ
る
の
も
責
任
で
あ
る
が
、
疲
労
の
た
め
寝
込
ん
で

起
き
な
い
生
徒
、
避
難
を
拒
否
す
る
生
徒
に
は
困
っ
た
。「
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
」
と
言
う
生
徒
に
『
明
日
の
こ
と
は
考
え
て
も
仕
方
が
な

い
、
今
の
与
え
ら
れ
た
仕 

事
を
一
生
け
ん
め
い
や
り
ま
し
ょ
う
。』「
空
襲
の
な

い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
」
と
い
う
生
徒
に
、『
ア
メ
リ
カ
ま
で
行
け
ば
な
い

で
し
ょ
う
』
と
答
え
る
。
盲
腸
の
手
術
に
は
親
が
わ
り
に
立
合
い
空
襲
解
除
の
度

に
人
員
点
呼
し
て
安
全
確
認
す
る
。
有
難
い
こ
と
に
全
員
事
な
く
八
月
十
七
日
の

動
員
解
除
を
迎
え
た
。
引
率
の
先
生
方
の
話
で
あ
る
。 


